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	NOLC1 抗体を使用した Jurkat 溶解物中の NOLC1 のウェスタン ブロット分析。
	

	NOLC1抗体とDAPI（青）を用いたHela中のNOLC1（緑）の免疫細胞化学分析
	

	NOLC1 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

